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アダム・スミス (Adam Smith , 1723-1790) の『国富論j (An lnquiη into the Nature and 
Causes 01 the Wealth 01 Nations , 1776) よりも 9 年早く， しかもスミスとは異なる経済学の
体系をっくり上げたステュアート (Sir James Steuart , 1713-1780) が，ほとんどの点で慎
重であったスミスとは異なり，公民権の回復まで10年近くも待ちながら，もともと政策に関心
を持っていたとはいえ，その主著『経済の原理.1 (An lnquiry into the Princ争les01 Political 




による『原理J の新版 (Steuart [1998J) の官頭に付せられた目録によってうかがい知ること
カfで、きる。
本稿での問題に入ろう。 1779年のステュアートの仕事として，その目録には， Edinburgh 
Evening Courant 誌の記事が 2 点挙げられている。
つまり，
An Address to the Gentlemen Freeholders of Scotland , in Edinburgh Evening Courant 
(2 October 1779) 
( 1 ) ステュアートの伝記については， Skinner [1998J の最新版を参照のこと。新版では，ステュ
アートとジャコノ〈イトとの関係、が， Skinner [1966J より一層詳細になっている。
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ト (Edinburgh Evening Courant) j の1779年10月 2 日に匿名で発表することを通じ，スコッ
トランドのいくつかの州がその問題について未熟な決議に入るのを防いだ。 J (Scots Magazine , 
Vol.42 , p.624 , December , 1780.) 
その内容や表現は次の資料に酷似しているように思われる。
第 2 に，ステュアートの妹のアグネスAgnesの息子であった，ノfハン伯(Erskine ， David 







使用した材料とともに，彼は議会の 1 友人に送り届けたのであった。……J (A rchaeologia 




( 2 ) パハン伯を始め，本稿で言及する人物の伝記的事実については，さしあたり Smith & Lee [19 
75J を参照した。パハンはErskineの項を参照した。
( 3 ) Ross[1998J の136-7 ページを参照のこと。
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『エデインパラ・イーヴニング・クーラント J の 1779年10月 2 日号に匿名で公刊されたが，特
定の論考については，彼の使用した材料とともに，彼は議会の 1 友人に送り届けたのであった。」




それらの認識は，主として先の Archωologia Scotia 所載の，ノ〈ノ、ン伯の署名になる論説
を，おそらく下敷きにしているであろうことも容易に推定できるが，事実，今世紀になって，
経済学史上にステュアートを復興させた S.R.Sen も，ステュアート晩年の著作として， An 
Inquiry into the State of the Distillery and Brewery Industry of Scotland という書物
があったかのような表現をしている。
他方で，アンドリュー・ S ・スキナーは， 1966年に公刊したステュアートの『原理』の縮約
版への付録において，ステュアートが， rエデインパラ・イーヴニング・クーラント』誌(以
下，たんに『クーラント』と略称する)の1779年 10 月 4 日号に掲載したものとして， An 
Address to the Gentlemen Freeholders of Scotland なる論説を挙げていた。この場合，
Sen までの学者の挙げている論説とはタイトルと日付けが微妙に異なっていることに注意さ
れたい。
つまり，ノ〈ハン以来センまでが伝えるところでは， rクーラント J 誌上に「蒸留所と醸造所
関係の論説j が10月 2 日に掲載されたことになっていたが， 1966年段階でのスキナーは，それ
までの認識とは別に，同誌の10月 4 日号に「フリーホルダーへの呼びかけ」が掲載されたとし
たのである。以上を総合すると，ステュアートは1779年10月になって 2 つの論説を『クーラン
ト J に掲載した，とも推定される。事実，筆者はこれまで少なくとも同様の問題に関して 10月
2 日と 4 日との， 2 つの論説があったものと考えていた。
それでは， 1779年の蒸留業問題について，ステュアートはいったいどのような論説を，どの
( 4 ) Sen[1957] の， 17ページを参照のこと。
(5) Skinner[1966] , vo1. 2, p.741. 







その 1 つは，エディンパラ大学のチャーマーズ文書の中にある From the Edinburgh Evenｭ
ing Courant of Monday October 4th 1779 と題された草稿と，スキナー [1966J 以来，す
でにある程度は周知のものとなっている，その『クーラント』における活字版である。
第 2 は，先の新聞記事に先立つて， 9 月 30 日の日付けを持つ，ステュアートからパハンにあ
てた 1 通の書簡である。(スコットランド国立図書館所蔵， MS968) 
最後に， For the Edinburgh Evening Courant. To the Gentlemen Freeholders of 
Scotland , who are soon to be assembled in their Michaelmas Meetings. と題され，以
上の資料の中では最も古い 9 月 26 日 uクーラント』での掲載は27 日)付けの記事と，その草
稿である。
以上の 3 つのドキュメントは，いずれもスコットランドの蒸留業の現状を焦点にしており，
とりわけ最初の10月 4 日付けの記事などは， 9 月 27 日付けの記事に対する回答であることを冒
頭に明言し， 9 月 27 日付けの記事の本文を引用しつつそれにコメントしているから， 3 者は一
連のものとみなすことができる。この蒸留業者問題については，後述のように， 5 月末の法令
公布の前後から，当該の『クーラント』だけに限っても，少なからぬ関連記事が掲載されたと
( 7 ) ここで， Edinburgh Evening Courant について若干の説明をしておこう。この新聞は，やは
りエディンパラを舞台とした Caledonian M ercury や Ruddiman's Weekly M ercuη と並んで，
18世紀のエディンパラにおける指導的な新聞であって， Robert Fleming や Alexander Kinkaｭ
id によって，週に 3 回出版されていたものである。実際にこの新聞を何度か検索してみれば分
かるのだが，その出版日は，原則として月・水・金(土)であったようである。 Craig ， Mary 
Elizabeth[1931J ,p.25. Crane & Kaye[1927J , p.34 , Weed , Katherine Kirtley & Richｭ
mond Pugh Bond[1946J , p.68. Marr , George. S. [1923J などを参照のこと。
( 8 ) このチャマーズ文書とは，ステュアート著作集を編纂する過程で， George Chalmers (1742-
1825) が収集した，関係文書の綴りであって，本稿でも問題とする 10月 4 日付けの草稿をはじめ










さて，以上の資料の中では最も古い， 9 月 26 日(掲載日は27 日)付けの記事と，その草稿だ
が，この草稿の方は，ある程度ステュアートの筆跡を見たものならステュアートの手になるも
のではないのではとも考えられるが，チャーマーズ文書の中にあったこの草稿の本文( 9 月 26
日付)と，活字となった記事との照合を行えば，些細な相違点を除けば，両者に内容上の違い
は見出せない。記事のキャプションには， I rエデインパラ・イーヴニング・クーラント J へ」
という見出しにあたる字句と並んで， I まもなく聖ミカエル祭〈聖ミカエル祭は， 9 月 29 日に
行われる。渡辺〉の集会に参集するはずの，スコットランドのジェントルマン・フリーホルダー
へ」というサブタイトルがついているだけなのに対して，草稿の方には，その冒頭に，本文と





の 9 月 27 日の『クーラント』の記事を出発点として，同誌上を中心に小さな論戦が開始された
こと， 9 月 30 日には，ステュアートからパハン伯あてで，この記事にある程度重なる論点を含
む書簡が書かれたこと，次に， I先月の27 日月曜日の『クーラント J 誌の 1 著者は，蒸留業に
関する最近の法律問題について，スコットランドのフリーホルダーに対する演説においてかな
り大きなスペースをとっていた。」という形の書き出しで始まる， 9 月 27 日の 8 項目の「示唆」
に完全に対応する形で，同じ問題を論じた論説が， 10月 4 日の『クーラント J に掲載された，
( 9) 1779年のカレンダーは，本年1999年とまったく同じであるから，その年のどの月のどの日をと
っても， 1999年と同じ曜日となる。 9 月 27 日は月曜日， 9 月 30 日は木曜日， 10月 4 B は月曜日で
あった。行論に関係するので，記憶されたい。
この論説は，ステュアートの研究史上でもほとんど言及されて来なかったものである。ポール












ッツに対する税を確保するための法律 (An act for more effectually preventing frauds by 
private distillers , and for the better securing the duties on low wines and spirits.) J 
が， 1779年 5 月 31 日にイングランド議会で国王の承認を得た。 (Scots Magazine , Vol. 41 , 
~ay ， 1779 , pp.273-4.) 法律の名称に言われているように，度数の低いアルコールからあが
る税の減少を，主として小規模蒸留所に対する課税で切り抜けようとしたものであった。その
第 1 条に日く， f1779年 6 月 24 日以降，蒸留に適した発酵液を製造または貯蔵し，蓋をした状
態の容積が 2 tfロンないし，それ以上にのぼる蒸留器をみずから所有する者は誰でも，販売を
目的とした通常の蒸留業者とみなされ，内国消費税を支払う義務があり，内国消費税担当役人







ランドの 1 ガロンは，ブリテンの約 3 倍であったが， 1 Jゲロンは 8 パイントに等しい，ブリテ




(10) 時代は少し前になるが，ここでわれわれは，アダム・スミスの『国富論』第 5 編第 2 章第 4 項
の消費財にかける税 <Skinner ， [1976J ， V , ii ,k , esp.45-50> における記述を想起する。
スミスは， 1772年から 1775年までのグレート・ブリテンにおける各種税額を計算して，平均を
とれば諸税総額は年額にして約259万5853ポンド 7 シリング 9 11/15ペンスであったが，同じ期
間の麦芽税平均年額である 95万8895ポンド 3 シリング 3/16ペンスが，麦芽税を 3 倍にする案に
よって， 287万6685ポンド 1 シリング 2 14/16ペンスに増額する， という試算を行なっている。
時代が若干下り，この場合には，ビールやエールなどへの課税の全廃が仮定されているので，後
述するステュアートの 9 月 30 日付け書簡の 1/3 引き下げ案とは，少し異なるけれども，課税品
目を最終製品から半製品へとシフトさせる考えという点では，相通ずるものある。
(11) Grant [1986J の Gallon の項を参照。 formerly in Scot. Roughly equal to three Imperial 
gallons or twelve quarts. Since 1824 the Imperial measure has been generally adopted. 
Scottish gallon of 8 Scottish pints,“by which ale , beer , etc. are usually sold ,", was 







れるのであって，性急な撤廃の要求など不要である， と言うことに尽き，その点で後の 2 者の



























IV. rエディンバラ・イーヴニング・クーラン卜.1 1779年 9 月 27 日号























































(12) r疑いを懐く傾向がある (be apt to suspect that...) J の“that" は，草稿にはなかった。
(13) r その法律は現在同様に，今後12 ヵ月は明らかに無効となるだろうから。 (the law wi1l be 
as easily repealed a twelvemonth hence as now;) J は，草稿では，“the law wi1l as easily 
































































































































(15) “malstree" については， Iseabail Macleod 氏 (Scottish N ational Dictionary Association) 
のご教示を得た。 E-mailでの問い合わせに対して，きわめてスピーディな対応をして下さった。
記して感謝したい。 SND[1986]の“tree" の第 7 項目を参照のこと。 A wooden barrel , keg , 
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